




A Solution of the Problems on Material handling in Smal1 
or Medium enterprises. 
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では， 1千万円未満， 9社， 1千万円から5千万円未満，
g社， 5千万円以上 8社，また，従業員規模別の構成につ
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計画運搬が可能となれば，当然，機械化を考えねばな
らない.この場合，コンペヤの様に流れ作業のために必
要欠くべからざるものになりつつあるが，これも単に運
j般のためだけでなく，むしろ，生産を規制し，同期化す
るために利用すべきである.また，フオークリフ卜とパ
レッ卜を断続運搬に利用し，特l乙ロット運搬の場合lこ
は， トレーラ方式を利用すべきである圃
パレットも仕掛品棚に利用でき，かつ小運搬も可能に
なるようにキヤスタをつけ，垂直運i般には，エレベータ
とフォークリフトを傾斜運搬には，コンペヤとシュート
を，水平運搬には，フオークリフト， トレーラ，ハンド
リフト，コンペヤ等の利用，そして混合運娘には，チェ
ンを利用したトロリーコンペヤを利用するのである.
(5) レイアウトの改善
設備の配置は，作業の流れを主とし，運搬方法，採
光，作業者の作業の便宜等を考慮の上で決定されるべき
であるが，
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①生産が安定せず，作業工程に変動が多いこ
)-
L. 
② 設備の増設が継ぎ足し式に行なわれること.
などにより，設備配置が不適当で，運搬経費が割高と
なっている企業が少なくない.
工場レイアウトは，人と設備と受け入れから製作を通
して製品の出荷に至るまでの物の動きと相互関係を最も
有効に，経済的であるように製品の構成部分の経路を計
画する ζ とである.
以上の如~ ，白転車三、Fの調査対象の企業の運搬管理
の状況は，殆んと、何らか心改善妥素をもっているといっ
ても差支えない現状であった咽また，運搬計四について
みると，立てている企業が10社，立てていない企業が13
社，他の 3社は研究中・検討中となっている.しかし，
運搬計画を立てている10社の企業は，必ずしも運搬管理
が良好にいっているとはし、えない.これは，運搬の現状
が，生産業務関係、の単独の管理だけで把援できず，運撮
を含む生産面からの総合的な状況把握が必要とするから
である.
6. 運搬管理の問題点と対策
(1) 運扱管浬(合理化)体系の確立を.
上述の如く，運搬の合理化によって，労働生産性を向
上し，コストの引下げに直接影響を及ぼすことはいうま
でもない.このように，運搬の重要性が判明してきてい
る以上，運Ð~合理化の体系を確立することが第 1 の問題
である.また，運描止の合理イbの立ちおくれていた第1の
原因と思われるから，先づ，担当部門係と運扱合理化委
員会の設定が先決である.この両者が母体となるのであ
る.
運搬管理は，運搬作業のみをノ背埋するのでなく，運扱
作業を中心lこして，その前後の過程をも管理し，停止す
ることのない管理をつづけるもので，生産機構の中心的
存在である.従って，運搬を管理する部門係は一本イじさ
れなければならない.
委員会は，合理化案の審議機関であって，委員は関係
部門(たとえば，製造関係，資材関係，技術関係，労務
関係，経理関係等)の代表者である.委員長は，部長，
1l!役が望ましい.委員会の事筋局は，担当部門係が担当
して運営するのである.
(2) 標準の容器に適量を.
大きすぎる容器に，極少量を入れたり，また，山盛り
に入れて積み重ねが困難となったり，床lこパラ置きした
ために，積み込みに二度手聞を要し，かつ場所も広く取
りすぎているのが多く見受けられる.
乙れらは，所謂，その品物を入れるのに適切な標準容
器を作って，入れる標準量をきめておけば，整理もし易
百5
く，数量調査も容易となるのである.また，乙の容器を
運搬車;ζ乗せておけば，活性示数が高くなり，取扱いが
し易くなる.直接，物を床上に置くことは，取扱いに二
度手間と疲労を促進することになる.
パレット，スキッド，コンテナーというものも，当然
標準化せなければならないととは，いうまでもない.
(3) 無駄，子間を省き，作業の標準化を.
上述のように，床上に物を置いたり，中継運搬は，積
込み，積下しに二度手間を要し，品物も傷めることにな
るので，極力避けるべきである.
如何なる運搬の仕事も，時間と子数のムダを省き，標
準化して，標準作業時間を設定することである.標準作
業時間に対する実際作業時間の比率，すなわち，運扱作
業能率によって，その作業を管理するのである.
(4) 手運びを無くせ，
物を直懐手で運ぶことを避け，シュートなどを利用し
て，次の工程へ送るとか，物を乗せた台ごと移動するよ
う，活性示数を高めるように工夫すべきである図手運び
は，知らず知らずの中に疲労が加わるものである.中小
企業においては，この手運びが割合多いようである.
(5) 治在運搬に関心を.
作業者が，直接運jÆ~したり，監督責任者が自分で運織
の手伝をしたりすることは，ロスが大きいから，専門i室
J般者を使用するよう検討を要する.実際に，このような
潜在運扱が，どの位の費用iこ当るかを把握する必要があ
る 作業者は作業に専念させ，場所を離れないようすべ
きである.
(6) 運搬は，生産工程とうまくタイミングを.
運操作業と生産工程とタイミングをうまく合わせるこ
とが最も重要で，タイミングが悪ければ，無駄な時間
と，手間および場所を要するととになる.
① 仕掛品が少くてすむ.
② 停滞の時間や場所が不要となる.
③ 中継運搬をなくする.
④二度手間をなくする乙とができる.
@ 作業能率が上る.
(7) 運倣通路の保全を.
中小企業においては，工場内外の通路の欠陥が多い.
このために，運扱途上品物を破損したり，災害事故を引
起す原因となり易い.担当者をきめて荏備する必要があ
る.
また，通路lこ物を置かぬよう標準をし，守らせること
である.
人力によって運搬されるか，運搬機器が使われるかに
よって，通路のレイアウトが変るし，巾も変るのであ
る.重量物の運搬にも，通路のレイアウトが左布される
のである.
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(8) 運搬車の活用を.
最近，運嫌車は，どんな工場でも設備されているよう
であるが，その活用が問題である.
稼動率よく動いているが，空運搬が往々多いことが，
よく見受けられる.運搬車の方向転換のし難いもの，初
動の重いものなどがよくある.
そのために，ムりに力を入れすぎ，その振動のために
品物をよく破損する場合がある.
(9) 運搬機械の利用を.
計画運搬が可能となれば，当然，機械化する乙とが考
えられる.らくに，早く，大量の運搬ができるようにな
る.機械化については，事前調査，研究，見学等によっ
て，自信を得てから採用されることが必要である.
また，運搬機器の購入費は，短期lと償却されなければ
ならない.従って，新しい運搬機器を使用することによ
って生ずる利益(効果)をよく評価する必要がある.
間)運搬計画を充実せよ、
運搬を計画するととは，運搬管理の鉄則である.
要は，成行まかせの運搬でなく，計画的運搬の方向に
進むべきである.しかし，運搬計画は，あくまで生産計
画に対応したものでなければならない.
生産計画と分離した運搬計聞は，むしろ，ない方がま
しである.充実した運搬計画がなくては，立派な運搬管
理は成立しない.
運搬計画の手順は，大体次の通りである.
①運搬物の検討 ⑥運搬速度の計画
②運搬個数または容積の計画 ⑦運搬費の計画
③ 運搬重量の計画 ③運搬方法の計画
@ 運搬距離の計闘 ⑨運搬機器の計画
@ 運搬高さの計画 ⑬運搬設備の計画
⑪運搬諸施設の維持補修計画
⑫ 運搬作業員の計画
ただし，乙の運搬計画は，いずれも生産計画に対応し
たものであることを忘れてはならない.
日1) コミュニケーションの増進
限られた運搬担当者，施設をフルに稼動させて，アイ
ドJレを無くするためには，各関係部門の一貫した円滑な
チームワークが必要で，工場内の材料，部品，製品の流
れが，計画lレートに乗って，その刻々の動きが，運搬管
理者にとどかなくてはならない.
7. おわりに
以上述べた通り，中小企業における運搬管理の現状，
問題点と対策を，自転車業界の企業について実施した運
搬管理のための実態調査結果に基いてまとめたものであ
る.
要は，運搬管理を効果的に促進させるためには，
(1) 経営層における理解と熱意は勿論の ζと，
積極的なパックアップが必要である.
(2) 幹部層の認識と積極的な努力
(3) 一般層の納得のよの協力
が肝要である.
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